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No1 56 2008(平成20年).3.特集 環 境中窒素とケイ酸の有効利用を目指して

宮栄養化が進行するため池 !

植塀 ランクトン繁旭〔よ り水面が

絶 1荘郷色する !

中 阪

V

ヤ

‐≧畳
蒸留水  用 オ4

8PPm   6pPぃ

= ‐
‐‐

量 畳

用水B 用 水C

9P,m   15PPm

埜_
用ホEI

,日一

【■
■
一
帥
鰤

有複態窒葉を合む用水て査ltした水縮

謄陽チ潮〒による
かムが t 水ヽのケイ留撃掌義詔而

ケイ酸供翁畳は用水1まり差がある
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